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　日本人の人生は長くなって今や世界一。めでたいことですが、長い年月、自分を養っ
ていくのは大きな課題でもあります。加えて社会は複雑になり技術は日進月歩。社会
の構成員としてその時々に必要な技能を発揮して働くことが求められます。現代は、
誰もが絶え間なく自分を「磨きなおす」ことが求められている時代です。
　そういう「時代的宿命」の中、置いてけぼりにされがちなのが女性です。出産・子
育て・介護などで仕事を中断することで、働き続けていれば現場で自然に得られたは
ずの「磨きなおし」の機会を失ってしまい、その結果、「子どもを産んだら社会復帰し
にくい」「期待通りの職に就けない」ことになります。そしてそのことが「結婚できない」
「子どもももてない」という少子化を招いている面もあります。企業としては「中断し
がち＝技能を失いがち」、「だから女は採用しない」という論理を持ち出すことになっ
てしまうのでしょう。
　もしも、人生の節目にきちんとした「磨きなおし」の場が十分にあったら…。誰も
が時代のニーズに合った知識、技能を適正なタイミングで身につけることができた
ら…。出産や介護で一時期、第一線から去っていた女性も、さっそうと次のステージ
に立つことができるはずです。社会から時には支えられながら、社会を支える力も発
揮する人生。それは個人にも社会にも充実と安定をもたらすはずです。
　経済が地球単位で回る今日、少子高齢化で労働力が逼迫する日本社会で女性を「磨
きなおす」ことは、個人、組織、誰にとっても“お得”な処方箋ではありますまいか。
そしてこれがうまくいけば、「流動的産業構造」下で揺らぎ出した男性たちにとっても、
すてきなモデルになるのではありますまいか。私たち、長い人生を生きる日本女性に
は、自らをリセットする勇気が、そして日本社会にはそのシステムが求められています。
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